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ウ
バ
ハ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ア
リ
・
フ
ァ
ラ
フ（U

bax 

C
ristina A

li Farah

）は
、
ソ
マ
リ
ア
人
の
父
と
イ
タ
リ

ア
人
の
母
の
あ
い
だ
に
、
一
九
七
三
年
、
イ
タ
リ
ア
北

部
の
都
市
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
で
生
ま
れ
た
。
一
九
七
六
年
、

父
の
帰
国
に
伴
っ
て
ソ
マ
リ
ア
の
首
都
モ
ガ
デ
ィ
シ
ュ

に
移
住
し
、
一
九
九
一
年
、
政
変
に
よ
っ
て
出
国
す
る

ま
で
の
十
五
年
間
を
暮
ら
し
た
。
本
作
は
、
そ
こ
で
の

思
い
出
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
、

移
民
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
た
め
の
投
稿
サ
イ
ト
、エ
ル・

ジ
ブ
リ
（El-G

hibli

）
に
投
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
文
の
冒
頭
で
、
ソ
マ
リ
ア
の
代
表
的
な
作
家
で
あ

る
ヌ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
フ
ァ
ー
ラ
フ
（N

uuradiin 

Faarax

）
の
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
家
族
、

時
代
、
場
所
、
そ
れ
ら
す
べ
て
、
ま
さ
に
「
何
も
か
も

ま
る
ご
と
」
失
っ
て
し
ま
っ
た
作
者
の
大
き
な
寂
寥
感

を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
失
く

し
た
者
こ
そ
別
の
新
し
い
人
、
物
、
場
所
が
見
つ
け
ら

れ
る
と
い
う
実
感
を
表
し
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
な
ぜ

作
者
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
は
、
何
も
か
も
無
く
さ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
ソ
マ
リ
ア
の
風

土
、
社
会
、
文
化
、
政
治
、
そ
の
す
べ
て
が
大
き
く
か

か
わ
っ
て
い
た
。

　
ソ
マ
リ
ア
は
、
ア
フ
リ
カ
東
部
の
ア
デ
ン
湾
と
イ
ン

ド
洋
に
面
し
た
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
と
呼
ば
れ
る
地
域

を
占
め
て
お
り
、
国
土
の
南
部
を
赤
道
が
通
過
し
て
い

る
。
北
部
は
丘
陵
地
と
砂
漠
に
な
っ
て
お
り
、
国
民
の

七
割
が
遊
牧
民
で
あ
り
、
牛
、
羊
、
ヤ
ギ
、
ラ
ク
ダ
等

の
家
畜
の
頭
数
は
人
口
（
日
本
の
外
務
省
に
よ
れ
ば

二
〇
一
五
年
、
一
四
〇
〇
万
人
）
よ
り
多
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
残
り
の
三
割
の
国
民
は
、
南
部
の
二
つ
の
河

川
（
ジ
ュ
バ
川
と
シ
ェ
ベ
ル
川
）
の
流
域
で
農
業
を
営

ん
で
い
る
。
国
民
の
九
割
が
ソ
マ
リ
人
で
あ
る
が
、
む

し
ろ
、
部
族
内
の
六
つ
に
分
か
れ
た
氏
族
へ
の
帰
属

意
識
の
方
が
高
い
。
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
同
様
に
、

一
九
六
〇
年
に
旧
宗
主
国
（
北
部
は
イ
ギ
リ
ス
、
南
部

は
イ
タ
リ
ア
）
よ
り
独
立
を
果
た
し
、
ソ
マ
リ
ア
共
和

国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
九
年
の
ク
ー
デ
タ
ー

に
よ
っ
て
ソ
マ
リ
ア
民
主
共
和
国
へ
と
移
行
す
る
。

　
新
た
に
大
統
領
と
な
っ
た
モ
ハ
ン
メ
ド・シ
ア
ー
ド・

バ
ッ
レ
は
、
科
学
的
社
会
主
義
を
掲
げ
て
社
会
主
義
国

家
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
方
行
政
は
、
旧

来
の
氏
族
長
と
派
遣
さ
れ
た
軍
人
の
二
重
の
も
の
と
な

り
、打
ち
出
さ
れ
て
く
る「
新
家
族
法
」や「
土
地
法
」は
、

氏
族
主
義
の
解
消
を
目
指
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
恐
怖

政
治
へ
の
導
火
線
と
も
な
っ
た
。こ
う
し
た
政
策
か
ら
、

シ
ア
ー
ド
・
バ
ッ
レ
は
ソ
マ
リ
文
化
の
体
現
者
と
言
わ

れ
る
一
方
で
、
ソ
マ
リ
文
化
の
破
壊
者
と
い
う
評
価
も

さ
れ
た
。

　
作
者
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
が
両
親
に
伴
わ
れ
て
移
住
し

た
当
時
、
オ
ガ
デ
ン
紛
争
が
勃
発
し
て
い
た
。
オ
ガ
デ

ン
紛
争
は
、
隣
国
エ
チ
オ
ピ
ア
で
共
産
主
義
革
命
が
起

こ
り
、
同
国
東
部
の
オ
ガ
デ
ン
地
方
に
居
住
す
る
ソ
マ

リ
ア
人
と
西
ソ
マ
リ
解
放
戦
線
を
支
援
す
る
名
目
で
、

ソ
マ
リ
ア
が
軍
隊
を
派
遣
し
て
始
ま
っ
た
紛
争
で
あ

る
。
当
初
、
社
会
主
義
国
家
と
な
っ
た
ソ
マ
リ
ア
を
援

助
し
て
い
た
ソ
連
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
共
産
化
支
援
に

切
り
替
え
た
た
め
、
ソ
マ
リ
ア
は
紛
争
か
ら
撤
退
し
た

が
、
同
時
に
、
オ
ガ
デ
ン
地
方
に
居
た
ソ
マ
リ
人
が
大

量
に
難
民
と
し
て
ソ
マ
リ
ア
領
内
に
流
入
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
父
は
、
帰
国
す
る
と
妻
子
を
自

身
の
姉
、
つ
ま
り
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
が
伯
母
と
呼
ぶ
人

に
預
け
て
長
期
の
不
在
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ナ
は
伯
母
一
家
と
共
に
首
都
で
比
較
的
平
穏

な
暮
ら
し
を
送
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
父
が
政
府
軍

の
一
員
と
し
て
紛
争
地
に
赴
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
父
は
突
然
に
、
裁
判
の
権
利
も
与
え

ら
れ
ず
処
刑
さ
れ
た
。
本
作
に
は
詳
細
は
全
く
語
ら
れ

て
い
な
い
が
、
一
党
独
裁
を
続
け
て
来
た
強
権
的
シ

ア
ー
ド・バ
ッ
レ
政
権
も
、
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、

反
政
府
活
動
が
活
発
化
し
、
身
内
か
ら
反
旗
を
翻
す
者

も
現
れ
て
い
る
。そ
し
て
九
〇
年
五
月
、首
都
モ
ガ
デ
ィ

シ
ュ
に
戒
厳
令
が
敷
か
れ
た
。

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
が
居
住
し
て
い
た
家
に
鉄
扉
が
設

解

説

山
根 

美
奈
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置
さ
れ
、
治
安
が
悪
く
な
っ
た
。
従
姉
の
シ
ュ
ク
リ
ー

（
ソ
マ
リ
ア
で
は
女
性
の
名
で
あ
る
）
が
イ
タ
リ
ア
へ

と
脱
出
し
て
い
き
、「
そ
れ
か
ら
家
の
中
は
が
ら
り
と

変
わ
っ
た
」、「
解
放
軍
を
熱
望
し
た
」
と
記
し
て
い

る
。
そ
し
て
つ
い
に
そ
の
日
が
来
た
。
一
九
九
一
年
一

月
二
六
日
、大
統
領
が
首
都
を
脱
出
し
、ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ナ
は
父
母
を
亡
く
し
た
う
え
に
伯
母
も
従
兄
弟
た
ち

も
、
さ
ら
に
は
、
住
み
慣
れ
た
家
さ
え
も
失
い
、
単
身

イ
タ
リ
ア
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。十
八
歳
だ
っ
た
。

　
現
在
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
住

む
。
ロ
ー
マ
第
三
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
ソ
マ
リ
文
化

を
若
者
た
ち
に
伝
え
る
。YouTube

で
は
、詩
を
読
み
、

発
信
し
、
表
現
す
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
、
ソ
マ
リ
ア
内
戦
勃
発

に
よ
っ
て
生
き
別
れ
た
従
姉
妹
と
の
再
会
を
描
い
た

小
説
『
マ
ー
ド
ゥ
レ
・
ピ
ッ
コ
ラ
（M

adre pissola

）』

で
イ
タ
リ
ア
の
文
学
賞
の
一
つ
エ
ー
リ
オ
・
ヴ
ィ
ッ
ト

リ
ー
ニ
賞
を
受
賞
。
二
〇
一
四
年
、
ソ
マ
リ
ア
人
移
民

の
青
年
を
主
人
公
に
し
た
小
説
『
コ
マ
ン
ダ
ン
テ
・
デ

ル
・
フ
ュ
ー
ウ
メ
（C

om
andante del fium

e

）』
を
上

梓
し
た
。

　
あ
の
日
か
ら
お
よ
そ
三
十
年
、
た
く
さ
ん
の
も
の
を

見
つ
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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岩
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、
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九
三
年


